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に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　　
続
い
て
ア
キ
ヤ
マ
セ
イ
コ
さ

ん
が
企
画
・
演
出
し
た
「
阿
波

の
自
然
布
　
ク
ズ
と
藍
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
を
繰
り
広
げ
た
。

参
加
者
は
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

染
織
講
座
生
、
阿
波
和
紙
会
館

染
織
生
、
鴨
島
町
麻
宮
織
グ
ル

ー
プ
、
阿
波
市
Ｇ
・
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ

Ｕ
Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ａ
の
皆
さ
ん
。
モ
デ

ル
は
鴨
島
町
の
有
志
の
方
々
。

全
て
自
分
た
ち
で
織
っ
た
自
然

布
を
染
め
、
モ
デ
ル
た
ち
に
合

わ
せ
た
。
朗
読
は
四
国
放
送
の

岩
瀬
弥
栄
子
さ
ん
。
材
料
は
ク
ズ
、

オ
ギ
、
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
マ
ツ

ヨ
イ
グ
サ
、
ス
ス
キ
、
カ
ル
カ
ヤ
、

シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
、
カ
ヤ

ツ
リ
グ
サ
、
メ
ナ
モ
ミ
、
コ
エ

コ
ロ
グ
サ
、
ウ
ツ
ボ
グ
サ
、
ツ

ユ
ク
サ
、
カ
ゼ
グ
サ
、
ジ
ュ
ズ

ダ
マ
、
オ
ヒ
シ
バ
、
ツ
ル
ヨ
シ
、

ブ
タ
ク
サ
、
コ
バ
ン
ソ
ウ
、
ア

ラ
ゲ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
、
ア
レ
シ

ノ
ギ
ク
、
カ
モ
ガ
ヤ
の
21
種
。

こ
れ
ら
か
ら
ク
ズ
や
コ
ウ
ゾ
、

紙
布
、
麻
の
着
物
や
帯
、
ス
ト

ー
ル
、
ポ
ン
チ
ョ
な
ど
の
作
品

を
仕
上
げ
て
い
る
。

　　
そ
の
昔
、
ア
キ
ヤ
マ
セ
イ
コ

さ
ん
か
ら
琉
球
藍
を
１
鉢
頂
い
た
。

数
年
前
、
筆
者
が
中
国
雲
南
省
・

大
理
を
訪
れ
た
際
、
持
ち
帰
っ

た
原
産
地
の
少
し
葉
が
大
き
い

琉
球
藍
（
正
式
名
・
板
藍
根
）

の
木
を
お
返
し
に
１
鉢
差
し
上

げ
た
。
ア
キ
ヤ
マ
さ
ん
は
数
年

で
こ
れ
を
80
鉢
に
増
や
し
た
。

今
年
、
こ
れ
の
葉
を
収
穫
し
上

板
町
の
新
居
製
藍
所
で
ス
ク
モ

に
し
て
布
を
浸
け
、
10
日
に
は

染
め
が
で
き
た
と
い
う
。
染
め

の
風
合
い
を
ま
だ
拝
見
し
て
い

な
い
が
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

続
い
て
太
鼓
の
楽
校
の
生
徒
さ

ん
に
よ
る
、
腹
に
響
く
熱
心
な

演
奏
が
あ
り
、
美
郷
の
廻
り
踊

り
も
披
露
さ
れ
た
。「
徳
島
剣
山

系
の
世
界
農
業
遺
産
を
目
指
し
て
」

「
阿
波
木
偶
」
の
特
別
展
示
が
あ

り
、
美
郷
ほ
た
る
館
の
物
品
販

売
や
ア
キ
ヤ
マ
セ
イ
コ
自
然
塾

作
品
展
も
同
時
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
石

井
町
の
遠
藤
明
生
さ
ん
か
ら
、

徳
島
剣
山
世
界
農
業
遺
産
支
援

協
議
会
へ
新
た
な
賛
助
会
員
51

名
の
名
簿
が
届
け
ら
れ
た
。

　
鴨
島
公
民
館
運
営
・
松
島
清

照
さ
ん
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、

20
人
ほ
ど
が
町
内
森
山
小
学
校

脇
に
あ
る
新
装
開
店
の
料
亭
「
藤

乃
井
」
で
打
ち
上
げ
の
懇
親
会

を
開
い
た
。
料
亭
に
着
く
と
、

筆
者
の
車
と
同
じ
シ
エ
ン
タ
で

４
桁
車
番
の
内
下
桁
が
同
じ
熱

海
の
車
に
目
が
留
ま
り
び
っ
く

り
し
た
。

　
水
谷
由
美
子
先
生
は
タ
フ
ネ

ス
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ユ
ニ
ー
ク
。

出
席
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・

時
広
真
吾
さ
ん
は
脚
絆
の
よ
う

な
シ
ャ
ツ
に
お
洒
落
な
茶
色
の

靴
を
履
い
て
い
た
の
で
、
筆
者

が
そ
の
セ
ン
ス
を
褒
め
た
。
翌
日
、

時
広
さ
ん
は
野
田
靖
之
先
生
と

会
い
自
分
が
褒
め
ら
れ
た
の
は

初
め
て
だ
と
、
喜
ん
で
い
た
ら

し
い
。

　
帰
り
は
、
酒
を
飲
ま
な
い
野

　

田
先
生
に
私
の
車
を
運
転
し
て
自

宅
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
自
宅

か
ら
野
田
宅
ま
で
は
、
先
生
の
長

男
に
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
た
。

　
11
月
６
日
、
松
茂
町
中
喜
来

の
三
木
文
庫
で
第
３
回
講
演
会

が
あ
り
、
四
国
大
・
須
藤
茂
樹

准
教
授
が
「
三
木
城
の
攻
防
戦

と
別
所
長
治
」
に
つ
い
て
話
し
た
。

天
正
８
（
１
５
８
０
）
年
、
三

木
家
の
遠
祖
別
所
長
治
は
織
田

信
長
配
下
の
羽
柴
秀
吉
の
食
糧

補
給
断
ち
に
よ
っ
て
20
ケ
月
の

籠
城
の
末
、
自
刃
に
追
い
込
ま

れ
た
。
初
代
三
木
与
吉
郎
規
治

の
父
別
所
甚
太
夫
治
之
は
そ
の

前
年
に
戦
死
し
て
い
る
。
三
木

城
合
戦
図
絵
」
１
～
３
幅
が
三

木
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
三
木
市
・
法
界
寺
本
を

模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
須
藤
先
生
は
以
上
の
こ
と
を

播
州
御
征
伐
ノ
事
（
群
書
類
従
）、

信
長
公
記
、
宇
喜
多
直
家
書
状
（
山

口
県
史
）、
本
願
寺
蓮
如
書
状
（
和

歌
山
県
史
）、
羽
柴
秀
吉
書
状
写

（
姫
路
市
史
）
な
ど
の
資
料
を
使

っ
て
説
明
さ
れ
た
。

　
筆
者
は
か
ね
が
ね
三
木
文
庫

を
拝
観
し
た
い
と
念
願
し
て
い

た
が
、
や
っ
と
実
現
し
た
。
阿

波
藍
資
料
を
は
じ
め
、
太
布
、

精
糖
用
具
な
ど
も
す
っ
き
り
整
理
・

展
示
さ
れ
て
い
る
。
学
芸
員
室
（
電

話
０
８
８
・
６
７
８
・
４
７
２
８
）

へ
予
約
す
れ
ば
見
学
で
き
る
。

　
淡
路
島
の
洲
本
市
由
良
町
に
「
紫

苑
の
山
」
と
名
付
け
ら
れ
た
標

高
90
㍍
の
山
が
あ
り
、
11
月
７

日
そ
の
山
開
き
に
参
加
し
た
。

こ
こ
に
新
た
な
聖
地
を
作
っ
た

の
は
同
町
内
で
食
品
製
造
の
（
株
）

味
き
っ
こ
う
代
表
取
締
役
・
魚

谷
佳
代
さ
ん
。
著
書
「
淡
路
ユ

ダ
ヤ
の
『
シ
オ
ン
の
山
』
が
七

度
目
（
地
球
大
立
て
替
え
）
の

メ
イ
ン
舞
台
に
な
る
！
」
で
は
、

淡
路
・
四
国
に
残
る
古
代
ユ
ダ

ヤ
人
の
足
跡
―
旧
約
聖
書
の
風

習
が
今
も
伝
わ
っ
て
い
る
ー
な

ど
７
章
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
日
、
国
内
各
地
か
ら
約

50
人
が
集
ま
り
、
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
り
、
最
後
に
戦
没
学
徒
を
慰

霊
し
た
。
聖
火
を
焚
く
と
鳶
や

カ
ラ
ス
が
何
十
羽
も
寄
っ
て
き
て
、

上
空
を
旋
回
し
た
の
に
は
驚
い
た
。

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

※

Ｓ

　

　

Ｎ

　

　

Ｓ

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

桜
咲
く
バ
チ
カ
ン
報
告

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

売
上
を
伸
ば
す
方
法

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

㌧

皇室関係者を祀る泉涌寺

朴の花

日
珖
と
実
休
と
村
詮

不
思
議
の
世
界
覗
く

バ
チ
カ
ン
訪
問
記
放
映

弟
、
74
歳
で
死
す

トルコ･バチカンの話(筆者)

お
洒
落
な
時
広
真
吾

川
又
民
子
さ
ん
が
急
死

同集を出版した安曇さん

同席した和服の似合う美女たち

お
む
ろ

さ
ら

三
木
城
の
攻
防
戦

じ

な
お
ら
い

四国ビエの種まき(穴吹町渕名で)

阿
波
の
自
然
布
一
堂
に

宇
和
海
の
日
振
島
再
訪

「
寅
の
大
水
」
標
柱
３
㍍

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
村
で
再
会

庭で実ったモモ

イングリッシュローズの2番花

出版パーティ予定の林博章先生

藤原純友の碑周辺の清掃

げ
ん
ば
の
す
け

ま
つ

藤
崎
電
機
が
竹
発
電

左から3人目が時広さん、4人目が水谷先生

戸島へ移りバーベキュー

りこうなツバメの子育て

長
尾
勝
男
氏
が
死
去

車
庫
に
ツ
バ
メ
の
巣

18

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
講
演

石
井
か
ら
も
賛
助
会
員

と
う
が
ん

古代布を織る実演

古代布の材料

庭にランが群生

戦没学徒の慰霊祭

篠
原
神
社
は
遊
び
場

し

え
ん
げ
つ
き
ょ
う

き
ゃ
は
ん

で
　
こ

定
子
に
仕
え
た
清
少
納
言

せ
ん
に
ゅ
う
じ

じ
ゅ
だ
い

お
ん


